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る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、
は
じ
め
に
、
講
師
の
お

魚
マ
マ
さ
ん
が
、
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
る
鯛
め

し
、
あ
じ
の
南

蛮
漬
け
、
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
、
み

そ
汁
の
作
り
方

の
手
順
を
生
徒

た
ち
に
説
明
し

な
が
ら
実
演
し

ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は

講
師
の
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
真
剣
に
料
理

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

発
令
日
…
平
成
27
年
８
月
20
日

受
章
者
…
故 

砂
川　

敦 

氏

受
章
名
…（
叙
位
）
従
六
位
従

役　

職
…
元
岩
城
村
議

工
事
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魚
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総
合
支
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舎
改
築
工
事
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域
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焼
失
防
げ

文
化
財
防
火
デ
ー
に
消
防
訓
練

魚
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調
理
法
学
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お
魚
マ
マ
さ
ん
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料
理
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室
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島々の話題

１
月
18
日（
月
）、
魚
島
総

合
支
所
庁
舎
改
築
工
事
の
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
工
事
は
、
建
築
か
ら
45
年
が
経

過
し
た
魚
島
総

合
支
所
が
耐
震

基
準
に
適
合
し

な
い
た
め
、
解

体
し
改
築
さ
れ

る
も
の
で
す
。

安
全
祈
願
祭

に
は
、
上
村
町

長
や
町
議
会
議

員
、
工
事
関
係

者
な
ど
が
出
席

し
、
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

１
月
26
日（
火
）に
弓
削
地

区
の
定
光
寺
及
び
岩
城
地

区
の
祥
雲
寺
に
て
、
文
化

財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
定
光
寺
観
音
堂
（
寛
正
４
年
、

１
４
６
３
年
建
立
）
及
び
祥
雲
寺
観
音

堂（
永
享
３
年
、１
４
３
１
年
建
立
）は
、

い
ず
れ
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
現
存
す
る
世

界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が
炎
上

し
、
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
こ
の
事

件
は
国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
、
火
災

な
ど
災
害
に
よ
る
文
化
財
保
護
の
危
機

を
深
く
憂
慮
す
る
世
論
が
高
ま
り
、
翌

昭
和
25
年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
か
ら
は
、
１
月

26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定

め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財
を

魚島総合庁舎完成予想図

火
災
、
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を

展
開
し
、
国
民
一
般
の
文
化
財
愛
護
に

関
す
る
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

当
日
は
、
上
島
町

消
防
本
部
職
員
が
、

消
防
設
備
の
点
検
及

び
防
火
管
理
者
へ
の

指
導
を
行
い
、防
火
・

防
災
意
識
の
高
揚
に

努
め
ま
し
た
。１

月
28
日（
木
）、
弓
削
中

学
校
に
お
い
て
、
１
年
生
を

対
象
に
平
成
27
年
度
お
魚
マ

マ
さ
ん
お
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
料
理
教
室
は
、
生
徒
た
ち
が
魚

食
に
関
心
を
も
ち
、
自
ら
が
料
理
で
き

上
島
町
景
観
審
議
会
で
は
、
上
島
町
の
魅
力
あ

る
自
然
景
観
、
各
島
の
歴
史
や
文
化
、
島
人
の
暖

か
み
溢
れ
る
ま
ち
な
み
景
観
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
上
島
町
で
描
い
た
お
す

す
め
の
景
観
ス
ポ
ッ
ト
ス
ケ
ッ
チ
の
募
集
を
行
い

ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
発
表
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
入
賞
作
品
の
原
画
を
町
内
の
各
公
共
施

設
に
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。ご

応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
第
１
回
入
賞
作
品
は
、
今
後
の
上
島

町
景
観
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
回
か
み
じ
ま
景
観
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

入
賞
作
品
発
表

死
亡
叙
位
の
受
章
の
お
知
ら
せ
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【一般の部】金賞
「思いを架ける」上田　綾乃（松山市）
【生名島】生名橋記念公園
　松山市から旅行にきました。初めてサイク
リングを体験し、休憩で立ち寄った公園で見
上げた橋。「島をつなげたい」という人の思
いは美しい風景にとけ込んでいました。この
日はあいにくの曇りでしたが、とても壮観
だったのでスケッチしてみました。

【こどもの部】金賞
「神社」竹内愛美和（魚島中２年）
【魚島】亀居八幡神社
　良い風景だと思ったからかいた。

【こどもの部】銀賞
「鳥居」因幡　勇人（魚島中１年）
【魚島】亀居八幡神社
　配色にこだわった。

【こどもの部】銅賞
「神社のとう」 
大林　香澄（魚島小５年）

【魚島】亀居八幡神社
　空がみえているところに
緑をまぜたことです。

【一般の部】銅賞
「瓢箪島／魚島」
大林　正憲（上島町）

【魚島】瓢箪島
　魚島で生れ育って、小島と
瓢箪島の風景が大好きでし
た。今、魚島に帰って、これ
等の島と上島町の風景を描き
続けたい！

【一般の部】銀賞
「路地」玉井　洋介（上島町）
【弓削島】下弓削
　弓削の町並みが好きで、特に、
この路地が好きだから。

【一般の部】優秀賞
「繋ぐ」
西倉　瑛理（上島町）

【弓削島】弓削大橋
　島と島を繋ぎ、人と人
を繋ぐ象徴。上島町の未
来へ繋がる架け橋であり
ますように。

【一般の部】優秀賞
「弓削大橋から」
大森慎太郎（上島町）

【弓削島】弓削大橋
　弓削丸を描きたかったので
描いてみました。

【一般の部】優秀賞
「島駆ける橋」
前神ひとみ（上島町）

【佐島】三ツ小島
　佐島三ツ小島から弓削大橋
を見上げて描きました。遠く
に生名島、因島を眺めながら、
ゆめしま海道からしまなみ海
道へと走ります。

【一般の部】上島町長賞
「暁の髙浜モンサン」
小江　唯温（上島町）

【弓削島】高浜海岸
　この地に移住して約２ヶ月、毎朝散歩
している海岸。大低潮で島がつながった。


